








ら 、

今
後
と
も
関
心
を
高
め
な
が
ら

監
視
を
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す 。

ま
ず
一

番
の
基
本
に
な
り
ま
す 。

ま
た 、

生
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
で
き

る
だ
け
自
家
処
理
を
心
が
け
た
い
も

の
で
す 。

土
地
の
ス
ペ
ー

ス
が
あ
る

方
は 、

生
ゴ
ミ

処
理
容
器
コ
ン
ポ
ス

タ
ー

を
活
用
し 、

減
量
に
協
力
し
て

い
た
だ
く
と
同
時
に 、

発
生
し
た
堆

肥
を
花
壇
や
畑
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す 。

経
済
的
に
も
ゴ
ミ

袋
を

購
入
す
る
よ
り
割
安
に
な
り
お
得
で

す 。

今
後
生
ゴ
ミ

減
量
作
戦
に
は 、

こ
の
コ
ン
ポ
ス
タ
ー

が
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
そ
う
で
す 。

一

方 、

危
険
物
に
つ
い
て
は 、

先

日
の
ゴ
ミ

収
集
車
の
火
災
事
故
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に 、

可
燃
性
の
物
質

が
入
っ
て
い
た
カ
ン
や
ス
プ
レ
ー

に

は
必
ず
穴
を
あ
け
て
か
ら
出
し
て
下

さ
い

。

ま
た 、

今
年
か
ら
中
味
の
見

ゴ ル

の ル
出 を
し 守
方． つ

をりた

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
に
食

料
品
を
買
い
に
行
く
と 、

ほ
と
ん
ど

パ
ッ
ク
詰
め
さ
れ
て
販
売
さ
れ
て
い

ま
す 。

そ
れ
を
購
入
し
料
理
す
る
わ

け
で
す
か
ら 、

残
飯
と
同
時
に
そ
の

パ
ッ
ク
類
が
残
り
ま
す 。

そ
れ
を
混

同
し
て
ゴ
ミ

袋
へ

。

ち
ょ
っ
と
お
待

ち
下
さ
い

。

ビ
ニ
ー

ル
、

発
泡
ス
チ

ロ
ー

ル
類
は
危
険
物
に
分
別
し
て
搬

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
す 。

一

人
ひ
と
り
が 、

生
ゴ
ミ
と
危
険
物

を
し
っ
か
り
と
分
別
す
る
こ
と
が 、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
木
島
技
師
よ
り

説
明
を
受
け
る
驚
藤
さ
ん

ゴミ出し上手は

生活上手

孝子さん
（八ツ沼）

主婦／斎藤

え
る
透
明
な
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
入
れ
て

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
ご
注
音山
下
さ
い

。

粗
大
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は 、

年
一

回

の
収
集
に
な
り
ま
す
が 、

で
き
る
だ

け
購
入
先
の
お
店
か
ら
引
き
取
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
下
さ
い

。

生
ゴ
ミ
や
危
険
物 、

組
大
ゴ
ミ
に

共
通
し
て
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
点

は 、

搬
出
日
を
確
認
の
上 、

指
定
場

所
へ
時
間
ま
で
決
め
ら
れ
た
内
容
物

を
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

そ
れ
を

守
る
こ
と
が
経
費
を
軽
減
し 、

な
お

か
つ
効
率
的
な
ゴ
ミ

処
理
を
可
能
に

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す 。

き
れ
い
な
町
は
わ
が
家
か
ら 、

緑

豊
か
な
美
し
い
町
に
ふ
さ
わ
し
い
と

り
く
み
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す 。

ふるさとクリ －

大昔三区のみなさん

毎
月
一

日
を
社
会
奉
仕
の
日
と
決
め 、

道
路 、

公
園
の
清
掃
活
動
を
続
け
て

七
年
に
な
り
ま
す 。

五
月
一

日 、

五
月
晴
れ
の
早
朝 、

地
区
毎
に
分
担
区
域
内
の
ゴ
ミ

捨
い

開
始 。

大
谷
三
の
白
田
要
助
さ
ん
は 、

「
運
動
を
兼
ね
て
の
ク
リ
ー
ン
作
戦 、

実
に
気
持
ち
が
良
い
し

と
元
気
い
っ

ぱ
い

。
「

ち
ょ
っ
と
人
家
が
な
い
と 、

車
か
ら
の
ポ
イ
捨
て
空
か
ん
が
散
乱 。

最
近
特
に
運
転
者
の
マ
ナ
i

の
悪
さ

が
目
立
ち 、

拾
っ
て
も
ひ
ろ
っ
て
も

空
か
ん
公
害
は
後
を
た
た
な
い

。

ま

る
で 、

い
た
ち
ご
っ
こ
で
す 。

モ
ラ

ル
の
向
上
が
大
切」

と
奉
仕
活
動
の

み
な
さ
ん
が
訴
え
て
い
ま
し
た 。

ス
ロ
ー

ガ
ン
だ
け
で
な
く 、

ひ
と

り
一

人
の
行
動
で 、

き
れ
い
な
町
に

し
た
い
も
の
で
す 。

日に日に激しく移り変わる社会情勢の中で、

私たちの生活様式や装いも次々に変わり、 粗

大ゴミの量は衰えもなく増えるばかり。

先日訪れた寒河江地区クリ ーンセンタ ーの

粗大ゴミ処理施設の前には、 まだまだ使える

ものが山積みしてあるのには驚きました。

センタ ー 技師の木島隆ー さんは 「 限りある

資源をムダ使いしているのが現実。 運ばれる

ゴミの中味をみると、 資源として再利用でき

るものも多く、 出す前にもっとよく点検して

ほしい」と語っていたのが印象に残りました。

より高価な物、より豊かなくらしを手に入れ

るために、粗大ゴミを搬出しているとすら思わ

れてなりません。うずもれているものに新しい
命をふき込み、 再利用できるよう心がけ、 最

少のゴミを出すことが私たちの役割。 毎日の

細かい家事の積み重ねが、 一見同じことのく

り返しに見えても、 長い間には家庭や地域の

生活向上の重みになるのではないでしょうか。
誰のためでもない、 住んでいる私たち自身

のための生活工夫、 家事技術がまずければ、
新製品もすぐだめにしてしまい、 家計に損失

を与えるかもしれません。 より正確に処理で

きる家事技術を身につけ、 生活環境や私たち

の身の回りに気を配ることは、 主婦としての

大切な勉強だと思います。

物を大切にする心を大事にして、「ゴミ出し

上手は生活上手」になれたらと思っていると

ころです。
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この規律正しさが消防精神の基本です
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i
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布
中
J

yu

時
お
り
冷
た
い
春
風
が
吹
き
つ
け

る
中 、

恒
例
の
春
季
消
防
演
習
が
朝

日
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た 。

当
日
は 、

午
前
中
内
演
習
を
役
場

前
駐
車
場
で
行
な
い 、

午
後
か
ら
会

場
を
朝
日
中
に
移
動
し
て
実
施 。

四

百
六
十
名
の
団
員
と
自
動
車
ポ
ン
プ

四
台 、

積
載
車
六
台 、

小
型
動
力
ポ

ン
プ
四
十
八
台
が
勢
ぞ
ろ
い
し 、

日

頃
訓
練
し
て
い
る
ポ
ン
プ
操
法
や
小・

中
隊
訓
練
を
披
露 。

見
学
者
か
ら
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た 。

ま
た
宮
宿
中
央
通
り
で
の
火
災
防

ぎ
ょ

訓
練
で
は 、

広
域
消
防
本
部
よ

り
救
助
工
作
車
が
出
動
し 、

模
擬
救

出
作
戦
を
展
開 。

分
列
行
進
で
は 、

三
保
育
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の「
火

の
用
心
行
進
L

が
あ
り 、

子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
無
火
災
を
誓
い
合
っ
た

一

日
で
し
た 。

演
習
終
了
後 、

消
防
団
員
並
び
に

消
防
関
係
者
で
功
績
の
あ
っ
た
方
々

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た 。

一

一

← 
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一

一

｜川口
一

一

E河�耳目
一

一

一
一

・・・ ・ ・圃・－
県
知
事
表
彰

V
金
条
章

第
二
分
団
第
二
部

V
特
別
功
労
章

遠
藤
憲

二
三
分
団

副
分
団
長）

佐
藤
峯
男（
二
の
六）

V
功
労
章

富
樫
清
志（
一

の

二

清
野
直
治（一

の
四）

児
珠
孝
童（
二

の一
一）

阿
部
為
吉（
二
の
四）

石
黒

祐
次（
二
の
六）

V
功
績
章

菅
井
恒
好（一
の
三）

柴

田
実（一
の
六）

長
岡
秀
美（
二
の

二

阿
部
署
雄（
二
の一
ニ）

鈴
木
竹
松（
二
の

五）

白
田
守
司（
三
の
こ

白
田
光
広

（
三
の一
ニ）

佐
久
間
貢
一
（
三
の
四）

武

田
良一
（一
の
ご

高
橋
貞
夫（
二
の
四）

V
精
錬
章

富
樫
要
悦
ご
の
こ

阿

部
彰（一
の
二）

菅
井
弘
行
こ

の
三）

清
野
雅
英（一
の
四）

岡
崎
吉
博（一
の

五）

渡
辺
富
男（一
の
六）

長
岡
信
之

（
二
の
こ

長
岡
典
巳（
二
の
二

阿
部

和
芳（
二
の
二）

阿
部
重
春（
二
の
三）

鈴
木
芳
文（
二
の
五）

村
山
順

二
三
の

こ

鈴
木
義
昭（
三
の
二）

白
田
文
男

（
三
の
三）

遠
藤
清
実（
三
の
四）

V
内
助
の
功
労
者長

岡
栄
子（
大
舟
木）

⑥ 

·,·· 

町
民
と
町
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役

平
成
2
年
度
の
新
区
長
さ
ん

五
月
十
一

日 、

区
長
会
の
春
期
総

前
田
沢

今
井

幸
雄
（
九）

会
が
中
央
公
民
館
大
ホ
i

ル
で
開
催

新

宿

熊
谷
輿
志
雄
（
臼）

さ
れ
ま
し
た 。

席
上 、

長
年
区
長
と

四
ノ
沢

石
塚

誠
一

（
臼）

し
て
活
躍
さ
れ
今
回
退
職
さ
れ
た
次

小

原

鈴
木
昭
一

郎
（
日）

の
方
々
に 、

自
治
功
労
表
彰
な
ど
が

宿

佐
藤

正
道
（
付）

贈
ら
れ
ま
し
た 。

、
沼
向

峯
回

定
雄
（
必）

V
自
治
功
労
表
彰

（
敬
称
略）

平

佐
藤

秀
夫
（
川口）

鈴
木
正
雄（
栄
町） 、

高
橋
留
夫

大

綱

鈴
木

啓一

（
お）

（
平） 、

鈴
木
正
雄
（
八
ツ
沼）

古

槙

中
村

恵
助
（
初）

V
感
謝
状

送

橋

清
野

三
吉
（
ぬ）

菅
井
新
次
郎（
小
原） 、

菅
井
安

下
芦
沢

岡
崎

孝
雄
（
ω）

蔵
（
沼
向） 、

渡
辺
久
雄
（
大

水

本

岡
崎

光
夫
（
却）

隅） 、

相
座
良
雄
（
送
橋） 、

阿

杉

山

鈴
木

鴻
（
お）

部
徳
雄（
下
芦
沢） 、

長
岡
正
司

松

原

松
尾

信
明
（
ω）

（
松
原） 、

村
山

修
（
大
谷

宇
津
野

浅
向

安
吉
（
必）

七） 、

川
村
貞
四
郎
（
舟
渡） 、

大

滝

柴
田

喜
一

（
却）

志
藤
昇
一

（
川
通）

雪

谷

鈴
木
喜
美
夫
（
日）

V
内
助
の
功
労
者

常

盤

佐
竹

田
雄
（
問）

鈴
木
ふ
み
よ
（
栄
町） 、

高
橋
つ

夏

草

阿
部

正
一

（
必）

よ
子
（
平） 、

鈴
木
い
つ
の
（
八

長

沼

松
田

正
蔵
（
M）

ツ
沼）

西
船
渡

鈴
木

昭
（
弘）

八
ツ
沼

佐
藤

千
歳
（
閃）

能

中

伊
藤

正
一

（
必）

高

田

佐
竹

昭
一

（
口）

太
郎一

阿
部

貢
（
似）

太
郎
二

菅
野

久
雄
（
紛）

太
郎
三

長
岡

正
昭
（
幻）

石
須
部

長
雨
弥
左
衛
門（
U）

立

木

阿
部

正
二
（
臼）

白

倉

阿
部

英
（
お）

T 
西元大助栄西本新

ノ 区
原町町巻町町町長

（

）
内
は
世
帯
数

多
国

秀
雄
（
卯）

安
藤

八
郎
（
問）

安
藤

芳
雄
（
万）

布
施

正
（
幻）

鈴
木
清
次
郎
（
幻）

海
野

敬
次
（
ね）

阿
部

鶴
雄
（
犯）



消
防
団
の
組
織
体
制

団

長

副
団
長

本
部
付
分
団
長

同

分
団
長

同

副
分
団
長

第
一

分
団
長

同
副
分
団
長

第
二
分
団
長

同
副
分
団
長

第
三
分
団
長

同
副
分
団
長

u福祉隣組事業
H

を推進

遠高大鈴菅柴松伊田白渡
藤取井木井田尾藤川田辺

憲、 俊寿秀賢彰芳吉順雄金
一 光 一一一 亮明正 一一 二

一
の一
部
長

一
の
二
部
長

一
の
三
部
長

一
の
四
部
長

一
の
五
部
長

一
の
六
部
長

二
の

一

部
長

二
の
二
部
長

二
の
三
部
長

二
の
四
部
長

二
の
五
部
長

二
の
六
部
長

三
の一
部
長

三
の
二
部
長

三
の
三
部
長

三
の
四
部
長

三
の
五
部
長

佐直i と阿部i に厚生大臣表彰

武
田

良一

阿
部

彰

菅
井

恒
好

渡
辺

忠
義

岡
崎

信
博

渡
辺

富
男

長
岡

信
之

長
岡

和
広

阿
部

重
春

高
橋

貞
夫

鈴
木

芳
文

石
黒

祐
次

白
田

敏
男

堀

幸
雄

白
田

光
広

佐
久
間
貢

一

五
十
嵐
義
行

演
習
時
に
は
必
ず
参
加
し
て
く
れ
る

保
育
園
児
に
よ
る
「
火
の
用
心
行
進」

4月27日、 町民生児童委員協議会（斉藤八蔵
総務・35名）の総会が、 いもがわ温泉（高齢者
生

産

活動センタ ー）

で

開催されました。

は

じめに、 厚生大臣特別表彰の伝達式が行わ
れ、 15年以上にわたって民生児童委員として地
域福祉の向上に力を尽された本町の佐直信雄さ
んと立木の阿部惣五郎さんに、 小林町長より表
彰状が手渡されました。

その後総会に移り、 今年度の重点事業などに
ついて協議。 特に同協議会

で

は

、 本町の高齢

化

比率が21.2%と高い現状に対応す

る

ためJ福祉
隣組モデル事業」の推進を社会福祉協議会と連
携しながら展開す

る

ことにしています。

松

程

大
舟
木

今

平

大
谷

一

大
谷
二

大
谷
三

大
谷
四

大
谷
五

大
谷
六

阿
部

正
義
（
m）

佐
藤
弥
喜
致
（
お）

鈴
木
喜
兵
衛
（
n）

大
谷

啓
（
お）

渡
辺

盛
夫
（
ω）

菅
井

覚
（
位）

白
田

朝
雄
（
お）

長
岡
石
五
郎
（
η）

白
田

慎一
（
印）

大
谷
七

村
山

栄
（
日）

中

沢

堀

敬一
郎
（
ω）

真

中

阿
部

春
雄
（
川町）

舟

渡

堀

真一
郎
（
初）

栗
木
沢

佐
久
間
清
夫
（
お）

川

通

志
藤

功
雄
（
お）

大
暮
山

阿
部
儀
右
エ
門（
ω）

大

沼

白
田

隆
（
拘）

大
谷
連
合

渡
辺

仁
蔵

試
験
ラ
イ
ン
操
業
開
始

昨
年
五
月
か
ら
工
場
の
新
築
工
事

を
行
っ
て
い
た、

ア
イ
ジ
l

工
業
株

式
会
社
（
石

川
嘉
社
長）

朝
日
工
場

が、

量

産

化

試
験
ラ
イ
ン
の
操
業
を

開
始。
四
月
二
十
六
日、

小
林
町
長

や
町
議
会
議
員、

関
係
者
な
ど
七
十

名
が
出
席
し
て
テ
l

プ
カ
ッ
ト

を
行

い
ラ
イ
ン
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た。

席
上
石

川
社
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が

あ
り

「
町
民
の
熱
意
と
人
情
の
こ
ま

や
か
さ、

ま
た
自
然
の
美
し
さ
に
感

動
し
当
初
の
計
画
を
変
更
し、

生

産

ラ
イ
ン
の
導
入
を
図
っ
た。

当
面

は

試
験
操
業

で
あ

る

が、

来
年
度

は

月

産

二
万
平
方
討
を
め
ざ
す」
と
い
う

力
強
い
言
葉
が
あ
り
ま
し
た。

朝
日
工
場

で
生

産

さ
れ

る

製
品

は

セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
の
建
材

で

、

世
界

で

も
類
を
み
な
い
ス
ピ
ー
ド

で
量

産

化

で
き

る

ラ
イ
ン。

将
来

は

、
現
在
の
ラ
イ
ン
を

順
次

拡
張
し
月

産

二
十
万
平
方
討
の
建
材

出
荷
を
め
ざ
す
予
定

で
す。

一
ア
l
プ
カ
ッ
卜
を
行
な
い
完
成
を
祝
う

小
林
町
長
（
左）
と
石
川
社
長
（
中
央）
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鈴
木

久
夫
（
沼

向）

堀

重
雄（
元

町）

阿
部
晃
士（
企
画
情
報
課
長）

今
井

仁
志
（
大

町）

小
松

敬

（
今

平）

五
十
嵐
義
行（
中

沢）

遠
藤

喜
由
（
栗
木
沢）

清
野

義
信（
商
工
会）

水
沼

和
子
（
大
谷
七）

堀

敬
太
郎（
大
谷

二

斉
藤

孝
子
（
八
ッ

沼）

西
沢

敬
子
（
西

沢）

渡
辺

豊
文
（
送

橋）

松
田

栄
子
（
栄

町）

佐
藤

早
百（

宿

）

グ

鈴
木

高
光（
元

町）

o
役
場
内
委
員
／
斉
藤
ひ
と
み
（
税

務
課）
・

小
川
澄
夫
（
住
民
課）
・

阿
部
弘
美
（
保
健
課）
・

長
岡
典

巳
（
農
林
課）
・

花
山

護（
建
設

課）
・

斉
藤
文
子
（
商
工

観
光

課）
・

阿
部
政
彦
（
出
納
室）
・

清

野
直
治
（
朝
日
自
然
観）
・

鈴
木

芳
文
（
生
涯
学
習
課）

／／ 

0
事
務
局
／
企
画
広
報
係

長
岡
重

利
係
長
・

橋
間
友
則
・

阿
部
喜

栄
治
・

高
橋
さ
だ
子
各
主
事

沼
Am
隠
と
り
に
た
た
ず
む

高
台
め
集
落

〈
長

沼
周
〉

四季の変化を映しだす長沼

町
の
中
心
部
宮
宿
か
ら
北
西
へ
四

践
の
高
台
に
位
置
す
る
長
沼
は 、

戸

数
二
十
四
戸
の
小
さ
な
集
落
で
す 。

ほ
と
ん
ど
が
り
ん
ご
や
水
稲
を
作
っ

て
い
る
兼
業
農
家
で
す 。

集
落
の
歴
史
は
古
く 、

大
沼
か
ら

朝
日
岳
へ
行
く

修
験
者
た
ち
の
通
過

点
と
し
て
栄
え 、

今
で
も
古
い
道
標

が
残
さ
れ
て
い
ま
す 。

標
高
四
七
一

メ
ー
ト

ル
の
野
々
山

頂
上
に 、

こ
ん
も
り
と
し
た
松
の
古

生
鮮
食
糧
品
は
対
岸
の
マ
レ
ー
シ

ア
に
依
存
し
て
い
る 。

ジ
ョ
ホ
l

ル
水
道
も
狭
い
所
は

八
O
O
M
位
で
築
土
堤
に
な
っ
て

い
て 、

百
れ
程
の
橋
で
連
が
っ
て

い
る 。

対
岸
の
ジ
ョ
ホ
l

ル
バ
ー

ル
市
に
行
っ
て
旧
貴
族
の
屋
敷
も

見
学 。

こ
こ
の
通
関
は
物
資
運
送

の
ト
ラ
ッ
ク
野
郎
た
ち
の
も
の
で

あ
る
だ
け
に 、

男
子
の
職
員
・

警

官
の
姿
も
あ
る 。

朝
マ
レ
ー
シ
ア

木
に
包
ま
れ
た
野
々
山
虚
空
蔵
尊
が

建
立
さ
れ
て
い
ま
す 。

商
い
の
神
様

と
し
て 、

今
も
多
く
の
参
拝
者
が
訪

れ
ま
す 。

こ
こ
か
ら
の
眺
め
は 、

眼
下
に
広

が
る
五
百
川
盆
地
と
最
上
川
の
清
流

を
見
渡
す
こ
と
が
で
き 、

ま
さ
に
一

服
の
清
涼
剤
と
い
っ
た
と
こ
ろ 。

朝

日
連
峰
か
ら
吹
き
降
ろ
す
き
わ
や
か

な
風
と
小
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
は 、

疲
れ
た
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て

く
れ
ま
す 。

ま
た
当
集
落
に
は 、

名
前
の
と
お

り
長
い
沼
が
あ
り
ま
す 。

周
囲
五
百

メ
ー
ト

ル 、

面
積
一
・

五
ヘ
ク
タ
ー

ル 、

貯
水
量
三
万
ト
ン
の
溜
池
は 、

十
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
水
田
を
潤
し
て

い
ま
す 。

（
阿
部
弘
美
広
報
委
員）

か
ら
来
て
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
安
い
ガ

ソ
リ
ン
を
つ
め
て
い
く
車
の
た
め
大

混
雑
だ 。

し

に

せ

行
き
も
帰
り
も
世
界
の
空
の
老
舗

キ
ャ
セ
イ
航
空
の
世
話
に
な
っ
た
が

な
か
な
か
味
の
あ
る
接
客
ぶ
り
だ
っ

た 。

ス
チ
ュ
ワ
ー

デ
ス
は
中
園 、

マ

レ
ー
シ
ア 、

イ
ン
ド

人
系
な
ど
日
本

人
も
数
人
い
た 。

機
内
食
に
は 、

和

食
も
取
り
入
れ
選
べ
る
よ
う
に
し
て

い
る
な
ど 、

心
に
く
い
経
営
ぶ
り
で

あ
っ
た 。

日
本
人
は
ア
ジ
ア
の
国
々
を 、

経

済
面
で
低
く

見
下
す
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
る
が 、

彼
ら
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

ー
溢
れ
る
生
活 、

く
っ
た
く
の
な
い

笑
い
そ
れ
は
庁

物
4

は
な
い
が

庁
こ

こ
ろ
ι

豊
か
に
生
き
て
い
る
と
い
う

証
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

。

今
回
の
研

修
は
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
に
学
ぶ
点
が

多
く 、

実
り
あ
る
も
の
と
な
っ
た 。

（
町
議
会
広
報
委
員
長

清
野
力
二
）

納
豆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
後
援

r〉
都
市
と
受
流
の
芽
生
え
j

去
る
四
月
二
十
八
日 、

神
奈
川
県

藤
沢
市
で
日
本
の
伝
統
的
な
食
品

「
納
豆
L

の
持
つ
蛋
白
資
源
を
見
直

し 、

世
界
に
広
め
よ
う
と
「

納
豆
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
L

が
開
催
さ
れ
ま
し
た 。

こ
れ
は 、

地
元
藤
沢
市
の
有
志
が

実
行
委
員
会
を
組
織
し
主
催
し
た
も

の 。

今
年
三
月
の
「

農
業
講
演
会
L

講
師
の
藤
本
敏
夫
氏
の
ほ
か
大
学
教

授
ら
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
登
壇 、

多

く
の
市
民
が
参
加
し
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た 。

わ
が
町
の
よ
う
な
山
間
地

農
業
が 、

そ
の
特
性
を
活
か
し
ど
の

よ
う
に
発
展
し
て
い
く
の
か 。

そ
の

ひ
と
つ
と
し
て 、

都
市
と
の
交
流
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り 、

町

と
農
協
も
地
元
藤
沢
市
と
と
も
に
後

援
し
ま
し
た 。

当
日
は 、

熊
坂
助
役
始
め
町
と
農

協
の
職
員
が
出
席 、

ス
ラ
イ
ド
に
よ

る
町
の
紹
介
や
山
菜
の
直
売
を
行
い

ま
し
た 。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参
加
者

の
中
か
ら
抽
選
で
十
二
名
の
方
が 、

無
農
薬
大
豆
の
作
付
け
（
六
月）

と

収
穫
（
十
一

月）

に
体
験
ツ
ア
ー
と

し
て
来
町
す
る
と
の
こ
と 、

よ
り

盛

ん
な
都
市
と
の
交
流
を
期
待
し
た
い

も
の
で
す 。

⑬





の
本
で
す 。

そ
の
ほ
か 、

送
橋
小
学

校 、

水
本
小
学
校 、

立
木
小
学
校 、

大
沼
分
校 、

大
暮
山
分
校
の
五
校
を

巡
回
し
て
貸
し
出
し
て
い
る
本
は
三

千
八
百
冊 。

宮
宿
公
民
館
文
庫
や
水

本 、

大
沼 、

大
暮
山
の
各
幼
児
学
級

で
貸
し
出
し
さ
れ
る
数
も
加
え
れ
ば

お
よ
そ
八
千
冊
に
な
り
ま
す 。
一

般

成
人
へ
の
貸
し
出
し
に
比
べ 、

子
供

た
ち
は
ず
い
ぶ
ん
多
く
の
本
を
読
ん

で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す 。

－・・

0 図
な 書
た館
の は
本

赤
ち
ゃ
ん
を
お
ん
ぶ
し
た
お
母
さ

ん
が
絵
本
を
探
し
た
り 、

幼
い
子
供

と
い
っ
し
ょ
に
本
を
読
ん
だ
り 、

年

配
の
か
た
は
調
べ
も
の
の
た
め
メ
モ

を
と
っ
た
り 、

配
達
に
き
た
お
店
の

ご
主
人
も
途
中
下
車
し
て
本
探
し 。

ま
た 、
「

農
作
業
の
合
間
に
読
む
ん
だ
」

と
定
期
的
に
通
っ
て
こ
ら
れ
る
お
じ

さ
ん 。

い
ろ
い
ろ
な
か
た
が
図
書
館

を
利
用
し
て
い
ま
す 。

「
O
O
と
い
う
字
の
語
源
は
？

」

「
庭
の
つ
く
り
方
は
？

」
「

こ
の
キ
ノ

コ
食
べ
ら
れ
る
？

＼
く
ん
製
の
つ
く

り
方
は
？
」

「
結
婚
式
の
あ
い
さ
つ

は
？

」

と
調
べ
に
こ
ら
れ
る
か
た
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん 。

何
冊
か
紹
介

し
て
納
得
の
い
く

解
答
が
得
ら
れ
る

ま
で
不
安
で
す
が 、

利
用
者
か
ら
に

っ
こ
り
と
笑
顔
が
か
え
っ
て
く
る
時

が
一

番
う
れ
し
い
時
で
す 。

家
庭
の
中
で 、

本
は
な
か
な
か
廃

棄
し
に
く
い
も
の
で
す 。

そ
の
う
ち

だ
ん
だ
ん
た
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す 。

図書貸出登録者数の推移（5年間）

月別図書貸出冊数（平成元年度）

849 

図2

図4

ど
う
し
て
も
手
も
と
に
お
き
た
い
本

は
別
と
し
て 、
一

度
読
む
だ
け
と
い

う
本
は
ぜ
ひ
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

。

読
み
た
い
本
を
リ
ク
エ
ス
ト

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す 。

も
ち
ろ
ん

図
書
館
の
利
用
は
無
料
で
す 。

開
館
時
間
は 、

朝
の
八
時
三
十
分

か
ら
夜
の
七
時
ま
で 。

た
だ
し 、

毎

月
第
三
日
曜
日
と
月
末
日
は
休
館
と

な
り
ま
す 。

み
な
さ
ん
の
お
い
で
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す 。

（
町
立
図
書
館

司
書

小
関
典
子）

口 一般書

図児童書
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〈〉
小
伝
抄

／
星
川
清
司

〈〉
表
層
生
活

／
大
岡

玲

〈〉
ネ
コ
バ
バ
の
い
る
町
で

／
瀧
津
美
恵
子

〈〉
私
が
殺
し
た
少
女
／
原

遼

寒
河
江・
西
村
山］
が
七
位

地
元
か
ら
五
選
手
出
場

県
内
十
一

地
区
対
抗
の
第
三
十
六

回
県
縦
断
駅
伝
競
争
大
会
が
四
月
二

十
七
日
か
ら
三
日
問 、

二
十
七
区
間

三
0
0
・

四
キ
ロ
の
コ
l

ス
で
行
わ

れ
ま
し
た 。

上
位
入
賞
を
め
ざ
す
寒

河
江
西
村
山
チ
l

ム
は 、

今
野
幸
昭

監
督
（
西
町）

を
中
心
に
健
闘
し
ま

し
た
が 、

タ
イ
ム
十
六
時
間
四
十
分

三
十
三
秒
と
総
合
七
位
に
終
わ
り
ま

し
た 。

朝
日
町
か
ら
の
出
場
選
手
／

斎
藤
和
彦
（
杉
山）

海
野
宏
行
（
送

橋）

菅
井
繁
美
（
大
隅）

早
坂
健
一

（
大
谷
五）

小
林
正
人
（
大
沼）




